
沖縄県名護市屋部の手踊りエイサー(2)

小林公江
(教育学科教授)

小林幸男
(京都教育大学名誉教授)

はじめに

本報告は前号の「名護市屋部の手踊りエイ

サー(l)Jに続くものである。 (1)では屋部の伝承

曲30曲の楽譜資料を作成したので，本稿では歌

詞資料の作成を試みた。

屋部では現在も， 1987年に青年会が作成した

歌詞集を基にエイサーを行っている。この歌調

集は過去の複数のテキストや実際の演奏を基に，

f琉歌全集jlや『聾築譜附野村流工工四j2等の古

典音楽に関する出版物を参考にしながら l節毎

に検討を加えて作成したという画期的な歌詞集

で，本調子24曲と一二揚6曲の計30曲が掲載さ

れている。歌調は漢字交じりの平仮名表記，離

しは片仮名表記を基本としており，漢字には文

語体の歴史的な仮名遣いで片仮名のふりがなが

付されている。また三線弾きと踊り手衆の歌い

分けは，踊り手衆の部分に(醗)と記すことに

よって明示されている。さらに，例えばハベル

とハピル(=蝶)のように異なる発音や離しの

違いなども記載されているので資料としても貴

重なものとなっている。しかし，歌詞の意味に

関しては，適宜，単語の意味が記されているも

のの共通語訳はついていない。

このため，本報告では， 2008年に行ったエイ

サーに関する聞き取りや歌と踊りの記録3を中心

に，上記歌詞集も参考にしながら，歌詞を漢字

交じりの平仮名表記，嚇しを漢字交じりの片仮

名表記でまとめ，共通語訳を試みた。

故老によれば，屋部のエイサーは 180節あっ

た」という。この「節」は歌ではなくおそらく

歌詞を示す言葉であろう。屋部では 1曲につき

2節 (2番分)の歌詞を歌うのが一般的であっ

たことから，曲数は40曲ほどであったと考えら

れる。しかし現行曲は30曲で53節，同系旋律を

反復するものを 2節と数えても60節しかないの

で，失われた曲がかなりあることがわかる。
さどーめー イチ

実際，故老からの聞き取りで〈伊舎堂前)(一
カナー

路ヘイヨー)(ジントーヨ一節)(加那ヨー〉
ちじゅやー たんちゃめー あがりめーじ

〈浜千鳥)(谷茶前)(カマヤシノー)(東前門〉
かりゆし

〈だんじゅ嘉例吉){ましゅんく節〉をかつて

踊っていたことが確認できたが，どのような歌

詞であったか，いつこれらが途絶したかについ

ては，まだ十分な調査ができていない。このた

め本稿では途絶した曲については〈ましゅんく

節〉しか取り上げることができなかったが，今

後は更に調査を重ね，できる限り明らかにして

いきたいと考えている。
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凡例

・歌詞本体は、一部外来語を除き漢字平仮名交じり表記を基本とした。

嚇し詞は漢字片仮名交じり表記を基本としたが、歌詞本体の一部を含む場合にはその部分のみを漢字

平仮名交じりで表記した。掛声は片仮名表記した。
おん

・音声上殆ど区別のない音(rり jと「でいj等)は、対応する琉球方言や日本語に従って書き分けた0

・< )・・・・踊り手の歌唱部分を示す。[ ]・・・・歌詞や離し詞のヴアリアンテを示す。

{ }・・・・歌調の音数を整えるための産み宇を示す。

-明朝体で共通語訳を付けた。訳は直訳に近い形で小林幸男が行い、小林公江が校閲した0

・歌詞の注釈を、共通語訳の後の・・・・で適宜記した。

間鼓す説明ち

子
う
打

調

《

本

別
デヲ 力リユシメデ~

スリスリ目出度イ〈嘉例吉目出度イ〉 スリスリ目出度イ〈嘉例吉呂出度イ〉
カリユシ カリユシ

サーサーサーサ〈嘉例吉嘉例吉〉
うはやちぢみううとうなか ゆがふどうしちぢ うにげー

サ一打ち嚇す鼓打ち音ぬ中に 〈ハラユーヒガネー〉 世果報年続くサ御願えさびら
カリユシ カリユシ

〈ハイヤセンヨーシトゥリトウナ[ウチウチュナ]嘉例吉嘉例吉〉
ゆた みゆ しるしあらわ あみちゆみぐ とうちたが

サ一豊かなる御代ぬ徴顕りてい 〈ハラユーヒガネー〉 雨露ぬ恵みサ時ん違ん

〈ハイヤセンヨーシトウリトウナ[ウチウチュナ]嘉例吉嘉例吉〉

ソレソレ目出度イ(嘉例吉(=縁起の良いこと)目出度イ〉 サーサーサーサ〈嘉例吉嘉例吉〉

サ一打ち嚇す太鼓。打ち音の中に<(離し))豊年の年が続くお願いをしましょう。<(嚇し))

サー豊かなる御代の徴が顕れて<(嚇し))、雨露の恵みは時節を違えない。<(嚇し)) 

くだかまんじゅーすー

02. ((久高万寿主》

スリサースリ 〈エイスリサーサースリハイ〉
くだかまんじゅーすー ちゅ ち

久高万寿主や 〈サーサースリハイ〉 清らゆーベーかめーてい[とうめーてい]来ゅんどー
ヲマヲガニ

〈ヨー玉黄金 スリサーサーエイスリサーサースリハイ〉
わったー わか えーだー すいなーふあ たっちちみっちち

吾達が若さる間あ〈サーサースリハイ〉 首里那覇ん二月三月
~マヲガニ ヲユイ ハナシ コームッ ウームッ

〈ヨー玉黄金 今宵ヌ話ヌ面白サ[面白サ]スリサーサーエイスリサーサー スリハイ〉
ちんち うふあやちんち なぎなた

衣着しれ一大綾衣着ち 〈サーサースリハイ〉 さばふませ一長万さばくでい
じんぶんくさ ヲユイ ハナシ コームッ ウームッ

〈ヨ一存分腐ラ 今宵ヌ話ヌ面白サ[面白サ]スリサーサーエイスリサーサー スリハイ〉
むぬ く あじ ななけーあじ

物しみれーなんちち焦がらち 〈サーサースリハイ〉 昧しみれ一七回ん昧しち
じんぶんくさ ヲユイ ハナシ コームッ ウームツ

〈ヨ一存分腐ラ 今宵ヌ話ヌ面白サ[面白サ]スリサーサーエイスリサーサー スリハイ〉

きれい めかけ

久高万寿主は(サーサー、ソレ、ハイ〉締麗な妾を探し求めて(求めて)行くよ、(ヨ一大切な人(よ))

(ヨ一大切な人(よ)。今宵ノ話ガ面白イ。ソレサーサ一、エイソレサーサー、ソレ、ハイ〉

わしらが若い聞は首里や那覇も二ヶ月三ヶ月、〈ヨ一大切な人(よ)0 (以下同前)) 

着物を着させりや大柄の着物を着て、草履を履かせりや長刀のような草履を履いて、

(ヨ一能なし(だね)。今宵ノ話ガ面白イ。ソレサーサ一、エイソレサーサ一、ソレ、ハイ〉

料理をさせりやお焦げを焦がして、味見をさせりや七回も味見をして、〈ヨ一能なし(だね)0 (同前)) 
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ちく めー

03. ((ドンドン節》 ・・・一般には《作たる米》として知られる曲
アカ ア ウミ

手ユルシハドンドン 〈赤イ[明力イ]米ナンダイスリハイ〉
とうしちく めー ししだままい ぐとう

今年作たる米ゃく数珠玉繭ぬ如 エイスリサーサースリサーサー スリハイ〉
にしかじ ふ まふえー あぷしあぶしまくら

北風ぬ吹かば〈真南ぬ畦{畦}枕エイスリサーサースリサーサー スリハイ〉

手ヲオロセパドンドン、 ((意不詳)ソレ、ハイ〉

今年作った米は<(大きく稔って)数珠玉の繭のよう。エイソレサーサー、ソレサーサー、ソレ、ハイ)

北風が吹いたならく真南の畦を枕に。(=たわわに稔った稲穂が、南側の畦にもたれ下がって。)) 

04. ((テンヨ一節》

テンヨーテンヨーシトゥリトゥテンササ 〈ハール[ラ]ヨーハラユーヒガネーイヤササ〉
にわくばしー さ しはベる

庭ぬ蜘妹が巣にサヨ下がてい知り蝶

〈チンヨーテンヨーシトウリトゥテンササ ハール[ラ]ヨーハラユーヒガネーイヤササ〉
たまたがさとう う ふ い

二投掛き里にサヨ打ち惚りてい行ちゅな 〈同前〉

庭の蜘昧の巣にサヨ捕まって知れ、蝶よ。/二股を掛けた彼にサヨうち惚れて行くな。

(テンヨーテンヨーシトリトテン(・・・・三味線の擬音)ササ、'"'-(以下も嚇し)'"'-) 

05. ((エイサ一節》
ヒチグヮチ

エイサーエイサー 〈七月[ヒヤルガ]エイサースリサーサーイヤササ〉
ひち〈・わちたな11たなんか とおか ヒチグヮチ

七月七夕七日ぬ十日 〈エイサーエイサ一七月エイサースリサーサーイヤササ〉
ひちぐわちぷん やんばるう ヒチグヮチ

七月ぬ盆に山原に下りてい 〈エイサーエイサ一七月エイサースリサーサーイヤササ〉

七月七夕七日の十日(エイサーェイサ一、盆ノエイサー、ソレサーサー、イヤササ)

七月の盆に(那覇から田舎の)山原に下って、 < (同前)) 

06. ((稲摺リ節》
イニシシ アワユユ アワ ユ ウミ ユ

稲摺リ摺リ菓選リ選リ 〈粟ヌン選ラリミ米ヌドゥ選ラリル スーリサーサーイヤササ〉
なんぢゃうし くがにじくた

南鏡臼なかい黄金軸立ていてい
イニシシ アワユユ アワ ユ ウミ ユ

〈稲摺リ摺リ粟選リ選リ 粟ヌン選ラリミ米ヌドゥ選ラリル スーリサーサーイヤササ〉
はか む あま ゆち ゆち まぐみ

量てい盛てい余す雪ぬ[雪ぬ]真米

〈ウネマタウネササ アネマタウリササ[アネササ] スーリサーサーイヤササ〉

銀の(挽き)臼に黄金の軸を立てて、

〈稲ヲ摺レ摺レ、粟ヲ選レ選レ。粟ガ選レヨウカ、米コソ選レノレ。ソーレサーサー、イヤササ)

量って盛って余らす(ほどの)雪の(ような)白米。〈ソレマタソレササ、ヤレマタソレササ[ヤレササ]) 

07. ((越来節》
せーくとう ソソソ せー〈とう

ユヤサせる事や 〈イサ添イ添イ添イ〉 ユヤサせる事や 〈イサ添イ添イ添イ〉
ぐいく まぢり くとう ていくぐふさとう せー くとう

越来ヤ間切にあたる事 文子富里がせる事や
せー くとう

〈ユヤサせる事や イサ添イ添イ添イチエチェ[イヤササ]) 
ゆ やーとうみ〈・ みやらぴさんにんう

夜なびやがま家跳ん巡てい 女章三入居るうちに
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〈ユヤサ居るうちに イサ添イ添イ添イ チェチェ[イヤササJ)

ごえくまぎり ふさと

越来間切(現沖縄市南部、元コザ市)にあったこと。(番所)書記の富里が(確かに)した事には、

〈ヨヤサした事には、サァ一緒ニ一緒ニ(嚇し)) 

夜なべの娘宿を飛び、廻って、娘が三人いる処に、(そこから好きな娘を呼び出して、...._，...._，) 
もーあし

・・・・以下、恋人を誘い出して山内村で野遊びをする様へと展開する歌。

ちじん ぐしく

08. ((今帰仁ぬ城》

サーヒヤルガヘイ 〈ササヒヤルガヘイ〉 サーヒヤルガヘイ 〈ササヒヤルガヘイ〉
なちじん ぐしくしむない くに

今帰仁ぬ城霜成ぬ九年母 〈サーヒヤルガヘイササヒヤルガヘイ〉
しぢまうとうだる ぬ は

志慶真乙樽がヨンサ一貫ちゃいマタ侃ちゃい 〈サーヒヤルガヘイササヒヤルガヘイ〉

なきじん ほくざん

今帰仁の城(=北山城)、遅成りの蜜柑。<サーヒヤルガへイ、ササヒヤルガヘイ)
しげま しょし

志慶真村(現今帰仁村諸志の元ムラ)の乙樽(王の寵愛を受けた女の名)が首に掛けたり外したり。

・・・・遅くできた王子を溺愛する様を警えてし1う。

09. <<目出度イ節》
メデ事 力リユシメデ告

スリスリ目出度イ〈嘉例吉邑出度イ〉 スリスリ目出度イ〈嘉例吉呂出度イ〉
やぶむら ぐま ちむあ する ちゆく ぢゆく とうむさか

屋部村や細さしが肝合わち揃てい作るむ作いとう〈サンサ共に栄ら〉
メデ告 メデ合 メヂ1> カリユシメデ聖

〈目出度イ目出度イ スリスリ目出度イ嘉例吉田出度イ〉
くとうしぢゆく ちゆ くらちあま まぢん

今年む作いやあん清らさゆかてい倉に積ん余ち〈サンサ真積しゃびら〉
事 メヂ1> カリユシメデ 9

〈目出度イ目出度イ スリスリ目出度イ嘉例吉目出度イ〉

屋部のムラは小さいが、心を合わせて揃って作る農作物と〈サンサ共に栄えよう。)
いなむら

今年の作物はあんなに美しく稔って。蔵に積み余らせ、真積み(=稲叢に)しましょう。

(目出度イ、目出度イ、ソレソレ目出度イ、嘉例吉(=縁起の良いこと)、目出度イ〉

はとうまぶし

10. ((鳩間節》

サーノユイサー〈シタリガユイサー〉 サーノユ[エ]イサー〈シタリガユ[工]イサー〉
lまとうまなかむいはぬぷ しちゃ はぬぶ

鳩問中社走い登てい〈サーノユイサー〉 くぱぬ下うてい走い登てい
ダキ子ィトウ マサ ミグトウ

〈南ヤヨーティバカイ岳手取ユルデンヨ一勝子ィ見事〉 サーノユイサー〈シタリガユイサー〉
むい ちゅ ちぢ

かいしやむいたる杜ぬくば 〈サーノユイサー〉 清らささしたる頂ぬくぱ
ダキ子イトウ マサ ミグトウ

〈南ヤヨーティバ力イ岳手取ユルデンヨー勝ティ見事〉 サーノユイサー〈シタリガユイサー〉

びろう

(八重山諸島)鳩間島の中丘に走り登る。(サーノヨイサー〉クパ(=横榔。榔子の一種)の下まで走り登る。

椅麗に繁った丘のクパ、〈サーノヨイサー〉美しく茂った頂のクパ。
スグ

〈南ハト見ヤルト(西表島ノ)古見岳ガ手ニ取ルヨウデ優レテ見事。)サーノヨイサー(シタリガヨイサー〉

い きはなりぶし

11. <<伊計離節》

イサ添イ添イ添イ 〈イサ添イ添イ添イ〉 イサ添イ添イ添イ〈イサ添イ添イ添イ〉
むどう ぱまへんざ

戻す浜平安座 〈ヘイヨーシュラーヨ〉行きば伊計ヨー離ヨーハリ

イサ添イ添イ添イ〈イサ 添イ添イ添イ〉
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へんざみ ふ むぬぬーやー

平安座女やヨーらびぬヨー欲しゃ物や何やがや 〈ヘイヨーシュラーヨ〉

イサ添イ添イ添イ〈イサ添イ添イ添イ〉

いけい はまひが へんざ

行けば離島の(現うるま市)伊計島、戻す浜比嘉島、平安座島。

「平安座の娘の欲しいものは何かな ?J(1押竹と綜統、敷板に巻板(・・・・どれも機織りの部品)よ。 J'"'-' '"'-') 

(へイヨ一、可愛イ人ヨ、〉サァ、一緒ニ一緒ニ(サァ、一緒ニ一緒ニ)

12A. <<いちゅび小節(1)ガマク》 -一般には《糸満人》として知られる曲

力ミティガマク〈イチュイチュイチュイ〉 力ミティガマク〈イチュイチュイチュイ〉
いとうまんちゆいとうまんちゅ ゆみ さしみ んなう

糸満人糸満人ぬ嫁なりばいらぶち刺身ん皆売りしゃびら
さしみ

〈いらぶち刺身んカミティガマク イチュイチュイチュイ〉

プダイ

糸満の人、糸満の人(=漁師)の嫁になったので、いらぶちー(武鯛の仲間)の刺身も完売しましょう。

(いらぶちーの刺身も頭ニ載セテ、腰、イチユイチユイチユイ〉

・・・本部町一円のこの嚇し詞は「ガマクガマクタミティタミティ(腰ヲ曲ゲテ、の意)イチュイ'"'-'J。

屋部では頭に載せて売るイメージからか、タミティがカミティ(頭ニ載セテ、の意)となっている。

12B. <<いちゅび小節 (2))) 
かーぎぐわー じまん ぐわー かーぎぐわー かー ちむちでーいち

影小ぬあんでいち自慢すみあば小 〈影小や皮どうやっさい 気持第一どー〉
わったーくくる し ヴーリキッパンアマショーガ イマチ サンジン

〈吾達心んひらってい知り 氷桔餅甘生蓑〉今来ョイナー 〈ウネ三世イヤササ〉
ぐわーふ やまちぱるかゆ かゆ みぢら ちな ばんず

いちゅび小に惚りてい山内原通てい 〈通てい珍しやや喜納ぬ番所〉
ウムヤーチ チ カナシーチ イマチ サンジン

〈思ヤガ来ョン来ョン愛シガ来ョン〉今来ョイナー 〈ウネ三世イヤササ〉

容姿がいいと言って自慢するのか、姐さん。〈容姿は皮(=表面)に過ぎないよ、気持が第ーだよ。)
キッノ《ン

(僕の心も付き合って知りなよ。氷砂糖・桔餅(柑橘系の餅菓子)・甘生萎〉

モウ来テノレカイ。(ソレ易者サン、イヤササ〉
かよ かよ よみたんそんきな

高ちゃんに惚れて、山内原に通って。〈通って珍しいのは、(現読谷村)喜納の役場。)

〈恋人ガ来テル来テル、イトシイ人ガ来テル来テル。〉モウ来テノレカイ。(ソレ易者サン、'"'-')

13. <<名護ぬ浦節》
ちゅ

ユショーユシむてぇ栄い〈ユショーユシむてぇ清らさ〉
ちゅ

ユショーユシむてぇ栄い〈ユショーユシむてぇ清らさ〉
とうゆ なぐばんどうくる まち さか ちゅ

だんじゅ響まりる名護ぬ番所 〈スリ松とうがぢまるぬむてぇ栄いユショーユシむてぇ清らさ〉
うらうらふか なぐうらふか なぐ みやらび うむふか うむふか

浦々ぬ深さ名護浦ぬ深さ〈スリ名護ぬ女童ぬ思い深さユショーユシ思い深さ〉

まこと名高き名護の役場、〈ソレ松とガジュマルが繁り栄え、ヨショーヨシ、ますます美しい。〉

浦々が深し、(のは)名護浦が深い。〈ソレ名護の娘の思し、(も)深い。ヨショーヨシ、思い(も)深い。〉

ゆちだき

14. <<ヘイヨースーラーヨー(四ツ竹))) 

ヘイヨーシューラヨー〈へイヨーシューラヨー〉へイヨーシューラヨー〈ヘイヨーシューラヨー〉
ゆちだき うとう ちゅ

打ち鳴らし鳴らしヨー〈イヤサヌウサー〉四ツ竹ぬ音ぬ清らさヨー

〈ヘイヨーシューラヨー ヘイヨーシューラヨー〉
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ちゅーなた じゅうぐやでー

今日や名に立ちゆるヨー〈イヤサヌゥサー〉十五夜でむぬヨー

〈ヘイヨーシューラヨー へイヨーシューラヨー〉

きれい

打ち鳴らせならせヨ(イヤサノサ)、四ツ竹の音が締麗だヨ。/今日は名高い十五夜だもの。

(へイヨー素敵ダヨ、へイヨー素敵ダヨ)

ナンダキぶし

15. ((南縁節》
ナンダキブシ ウムシリムン ナンダキブシ ウムシリムン イチドゥ ウドゥ ム セー ニドゥ ウドゥ ム 子一

南癒節ヤ面白物〈南縁節ヤ面白物〉 一度ヤ踊ラバ持タシミセミ〈二度ヤ踊ラバ持タスンテ〉
ゆちだき

打ち鳴らし鳴らしヨーサーサ一四ツ竹は[や]鳴らちヨーサーサー
キユアシ ナンダキ ナンザキブシ ウムシリムン

スラヨーイ〈スラヨーイイ今日遊ブ南癒ヨー南撮節ヤ面白物〉
な ゆちだき うとうちゅちゅ

鳴らす四ツ竹ぬヨーサーサー音ぬ[清ら]清らさヨーサーサー
キユアシ ナンダキ ナンダキブシ ウムシリムン

スラヨーイ〈スラヨーイイ今日遊ブ南癒ヨー南嶺節ヤ面白物〉

南巌節ノ¥面白イ物(南巌節ノ¥面白イ物〉、一度踊レパ持タセナサリョウカ、二度ノ¥踊レパ持タセルヨ。

打ち鳴らせならせ、 四ツ竹を鳴らして、/鳴らす四ツ竹の音が美しい。

スラヨーイ(スラヨーイ、今日踊ル南巌ヨ。南撤節ハ面白イ物〉

わかなつ おとず

16. ((若夏の訪れ》 ・・・・共通語歌詞

サーイヤサノサー〈サーイヤサノサ-) サーイヤサノサー〈サーイヤサノサー〉
わかなつ おとず

若夏の訪れ〈サーイヤサノサーサーイヤサノサー〉
は かお いなだ

映え薫る稲田ヨ〈サーイヤサノサー サーイヤサノサー〉
ゆた こがねなみおど オド オド オド オド オド オド

豊かなる黄金の波踊るよ 〈踊レヤ踊レサァ踊レ蹄レヤ踊レサァ踊レ〉
ベにがたころも はなぞたもと

紅型の衣よくサーイヤサノサー サーイヤサノサー〉 花染めの挟ヨ〈間前〉
さおとめ おどしがたうつく オド オド サオトメ オド オド サオトメ

早乙女の踊る姿美し 〈踊レヤ踊レ阜乙女 踊レヤ踊レ早乙女〉
しまっきあか はまうおど

島の月明るく〈サーイヤサノサー サーイヤサノサー〉 浜下りて踊ろうヨ〈同前〉
よふ し ま くる しまぴと オド オド シマピトオド オド シマピト

夜更け知らず舞い狂う島人 〈踊レヤ踊レ島人 踊レヤ踊レ島人〉

，5:し しなむちぶし

17. ((ゼイサ一節(砂持節))) 

ゼイサゼイサゼイサー〈ゼイサゼイサゼイサー〉ゼイサゼイサゼイサー〈ゼイサゼイサゼイサー〉
あらはましな む ちじ

阿良ぬ浜砂や持ていば禁止らりてい 〈ゼイサゼイサゼイサー〉
たん いりどうまい む たぽー

頼でい西泊ハイヨー〈持たち給り ゼイサゼイサゼイサー〉
はる ばるみちくびりみち うむ さとうめー めー しぬ もー

原やはんた原道や小坂道 〈間前〉 思ゆらば塁前〈とうめてい[忍でい]いもり 〈以下間前〉

ゼイサーゼイサーゼイサー(運搬の掛け声という。) ・・・・農地改良のための砂運びの様を表す。

(伊江島の)阿良(集落)の浜砂は採ることが禁止されて。どうか西泊(の役人様)、〈採らせて下さい。〉

畑は険しい畑、道は坂道。(私を)思うなら貴方、(尋ねて[忍んで]し 1らして下さい。〉

あがり

18. ((スライサ(スーリ東))) 
シマ イ ヤ チャー

スライサ〈ハイヤ〉 島力イ行チュシガ遣ラスミ如何スガ
イ ヤ ヤヲ

〈行チュトゥドゥ遣ラスル遣ラチヨティ悔ヤムナ ケスンキャスンキャスンキャ〉
あがり うん あやはぴる

スーリ東スーリヌ打ち向かてい〈スリスーリヌ綾蝶 スーリサーサースライサハイヤ〉
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しlまま はベーるいやい いやいたぬ

暫し待てい蝶言遣〈スリスーリヌ[言遣]頼ま スーリサーサースライサハイヤ〉

ムラへ行クケド、行カソウカドウスルカ。

(行クトコソ行カセノレ。行カセトイテ悔ヤムナ。引ッパッチャエ、引ッパッチャエ〉

ソーレ東に向かつて(ソレソーレノ(飛ぶ)美しい蝶。ソーレサーサー、スライサ、ハイヤ〉
ことづ ことづ

暫し待て、蝶よ。(愛する人に)言付けをくソレソーレノ言付けを頼もう。(間前)> 

19. <<イマディスナ一節》

イーマーディスナー〈チヤリヤリヤリ〉 イーマーディスナー〈チヤリヤリヤリ〉
あみ ゆがふあみ わーん じま ふ

なま降ゆる雨や世果報雨やしが 〈吾が生まり島ん降いがしゃびら〉

〈イーマーディスナー チヤリヤリヤリ〉
うむかぢ ひ わみ かさかうか〈 しぬ い

んぞが面影に引かさりてい我身や 〈笠に顔隠ち忍でい行ちゅん〉

〈イーマーディスナー チヤリヤリヤリ〉

今降っている雨は豊作の雨(豊作を招く雨)だけれど、〈私のふるさとにも降っているでしょうか。〉

彼女の姿に心引かされて、私はく笠に顔を隠して忍んで行く。〉

〈イーマデ、イスナー(意不詳) 行カセチャエ、行カセチャエ〉

うみ ぷし

20. <<海ゃから一節》
ウミ

海ヤカラードンドン〈スーリエイスーリ ササエイスーリ〉
うみ ふ ゆーあ し いちゃうやちょーでー ひんとー

海ゃからーに惚りてい夜ぬ明きし知らん 如何し親兄弟に返答しゅゆが[しゆが]
ウミ

〈海ヤカラードンドンスーリエイスーリ ササエイスーリ〉
うやむ うとう りっぱちゅうとう む うとう くさなーびくー

親ぬ持たちゃる夫や立派な清ら夫やしが どうーくる持っちゆる夫や腐り鍋な鈷
ウミ

〈海ヤカラードンドンスーリエイスーリ ササエイスーリ〉

船乗りに惚れて夜が明けるのも分からない。どうやって親兄弟に言い訳をしょうか。

親が結婚させた夫は立派な美男の夫だけれど、私自身で選んだ夫は腐れ鋳掛け屋。

(船乗リ、ロンドン、ソーレエイソーレ、ササエイソーレ)

21. <<雨降らすなよー(三村節)>>
あみふ むとうかんじ カリユシカリユシ

雨降らすなよ一元被ゅんどー〈サ一嘉例吉嘉例吉〉
あみふ むとうかんじ 力リユシカリユシ

雨降らすなよ一元被ゅんどー〈サ一嘉例吉嘉例吉 チエチェ[イヤササ]) 
うるくていみぐしくかちぬはなみむら みむら あんぐわーたー すりとー ぬぬう ぱなし

小禄豊見城垣花三村三村ぬ姐小達が揃とてい布織い話
あや むとうかんじ カリユシカリユシ

〈綾まみぐなよ一元被ゅんどーサ一嘉例吉嘉例吉〉
ういーどうまいとうまいむとうぬとうまい みむら みむら にーせーたー すりと ますた ぱなし

上泊泊元泊とう三村三村ぬニ才達が揃とてい真塩焚ち話
あみふ むとうかんじ カリユシカリユシ

〈雨降らすなよ一元被ゅんどーサ一嘉例吉嘉例吉〉

おろく とみぐすく かきのはな

(現那覇市)小禄、(豊見城市)豊見城、(那覇市)垣花の三村。三村の姐さんが揃っていて布織り話。

(1綾糸ヲ間違エルナヨ、元手ヲ失ウヨ。 jサ一嘉例吉嘉例吉〉

(現那覇市)上泊、泊、元泊と三村。三村の青年が揃っていて塩焚き話。

(1雨ヲ降ラセルナヨ。元手ヲ失ウゾ。 jサ一嘉例吉嘉例吉〉
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ニンゴーぷし

22. ((ピーラルラー(二合節)>> 

ピーラルラーラーラルラーラー
ニンゴー ニンゴー イッシユニンゴーイッシュニンゴー ニンゴー アッツ

〈二合ドーヤ一二合ナ一一升ニ合[ー升ニ合] 二合ドーヤー熱ドーヤーシシ[イヤササ])
いちごーぐわー にんごーぐわー みぐ

一合小うたび、みせーら二合小うたびみせーらばくかみてい巡やび、ら〉

〈サブエンサブエンサーサブエン ピーラルラーラーラルラーラー〉
ニンゴー ニンゴー イッシユニンゴーイッシュニンゴー ニンゴー アッツ

〈二合ドーヤ一二合ナ一一升二合[一升ニ合] 二合ドーヤー熱ドーヤーシシ[イヤササ])
〈 めーうちむゆ せー みぐ

此まぬはんし前や御肝良たしゃぬあやぐうたびみせらばくかみてい巡やび、ら) <以下同前〉

一合下さいませ、二合下さいましたら、<(有り難く)頂戴して廻りましょう。〉

ここのお婆様はお心が宜しい。歌(?)を下さいましたら(酒を)のせ、頂戴して廻りましょう。

(サブエンサブエンサーサブエン ピーラノレラー ラーラルラーラー(哨痢の擬音)) 

(二合ダヨネ、二合。更ニー升二合。二合ダヨネ、熱イネェ(=強イ酒ダネェ)、シーシ〉

ニーセ-~ーぷ L

23. ((ハイ二才達節》
二一セ一世ー チューユナガ アシディキ

ハイ二才達ナマドウモーチャンナー〈今日夜長トウ遊ビ出来ラサヤー〉
グヮー チ斗ーユナガ アシディキ

ハイアバ小ナマドゥモーチャンナー〈今日夜長トゥ遊ピ出来ラサヤー〉
ちゅーなた ひちぐわちあし うち うどう あし

今日や名に立ちゆる七月ぬ遊び でいちゃよ押し連りてい踊てい遊ばヨーンゾヨー
ニーセ-~ー チューユナガ アシヂィキ

〈ハイニ才達ナマドゥモーチャンナー 今日夜長トゥ遊ビ出来ラサヤー〉
わーなか まちふぁーぐとう う か たいちゆみち

んぞとう吾が仲や松ぬ葉ぬ如に 落ていてい枯りやすていん二人や一道ヨーンゾヨー
ニーセ-~ー チューユナガ アシディキ

〈ハイニ才達ナマドゥモーチャンナー 今日夜長トゥ遊ビ出来ラサヤー〉

ヤァ若者達、タッタ今来ラレタカ。(今日ハ夜通シデ、歌イ踊リ明カセルネェ。〉

ヤァ姐サン、タッタ今来ラレタカ。(今日ハ夜通シデ歌イ踊リ明カセルネェ。〉

今日は名高い盆の遊び(=歌舞)。さあ連れだ、って踊って楽しもう。

彼女と僕の中は松の葉のように、落ちて枯れるとも二人はひとつ道。 ・・・・松葉はいつ迄も一対のまま

一二揚

24. ((ダンコ節》

チダンコヨーダンコ〈スーリエイスリ〉
事ー イナグ イナグ ウ チン ノー キ

イッ達アンマ一女子イ 〈女子ヤクトウドゥ績ンダイ紡ヂャイ縫ウタイ着シタイ〉
もーいなら なく・あがりーかゅ ばんじゅいしがち しーち わ

だんこ舞習ゅんで、い名護東江通ていヨーヤ 番所石垣にちんし切り割てい

〈チダンコヨーダンコ スーリエイスリ〉
もーいいちばん がーぱるかゆ まぢりくさ うんさ

だんこ舞一番やみじゃ井原通ていヨーヤ 間切腐らする宇茂佐だんこ

〈チダンコヨーダンコ スーリエイスリ〉

「君ノ母サン、女カイ。 JI女ダカラコソ、糸ニ撚ッタリ紡イダリ縫ッタリ着セタリ(デ、キルノサ)0 J 

だんこ舞を習おうと名護の東江(集落名)に通ってヨーヤ 役所の石垣に膝を切り割って。<(嚇し)) 

だんこ舞の一番は、みじゃ井原を通ってヨーヤ 村を腐らせる宇茂佐(集落名)だんこ。<(嚇し)) 

なかざあひ-

25. ((仲座兄》
チヤー ナカザァヒー チャー ナカザァヒー

知何ガ仲座兄〈ユショーユシ〉 如何ガ仲座兄〈ユショーユシ〉
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なかざあひー うわ
仲座兄やぴーじゃ一生わーさ一 女子ん小やかみていうり売いが

し しるぬ いなぐぐわー がちぢゅー
〈売ららんたんどーあんまー 煎じてい汁飲ま いやーや女子ん小ぬ餓鬼強さぬ〉
なかざ晶ひー ちゅいいなぐ く・ゎー ちーじなかみちはかまとう ぬが チャー ナカザァヒー メーワヲ
仲座兄が一人女子ん小 辻中道袴跳ん逃ち 〈如何ガ仲座兄サラ迷惑〉

わ ちるぐわー
(かんぴちゃーちゃーぴーじゃ一生わーさ一 万自ぬ鶴小やかみていうり売いが

し しるぬ いなぐぐわー がきぢ申ー
〈売ららんたんどーちゃーちゃー 煎じてい汁飲ま いやーや女子ん小ぬ餓鬼強さぬ)) 

ナカザアニ ワケ なかざあに
ドウスノレ、仲座兄ィ。(訳ヨー訳)/仲座兄いは山羊育てが仕事、娘は頭に載せてそれを売りに。

(r売れなかったよ、母さん。煮込んで(山羊)汁(にして)飲もうよ。」

(rお前は女のくせに食い意地が張ってるねえ。 J)

仲座兄ぃの唯一の娘は、辻(那覇の地名)の中道で(意不詳)0 (ドウスル、仲座兄イ。 rジツニ迷惑J)

(かんぴ(屋号か)お父は山羊を育てるのが仕事、奥さんのチノレーは頭に担いで、それを売りに。

(r売れなかったよ、お父。煮込んで(山羊)汁(にして)飲もうよ。 J"''"'-') ・・・・門付けの家毎の即興例

26. ((六角堂》

ワネカンドゥナートゥサヨーンゾヨー 〈ワネスンドゥナートゥサヨーンゾヨー〉

ワネスンドゥナートゥサヨーンゾヨー 〈ワネカンドゥナートゥサヨーンゾヨー〉
どーうら さ ぶたんぱな はなはな さ ぐいん うむ

六角堂ぬ裏にヨー咲ちゆる牡丹花やヨー 〈花とう花とう咲きばヨー御縁とう思ていヨーンゾヨー〉

ワネスンドゥナートゥサヨーンゾヨー 〈ワネカンドゥナートゥサヨーンゾヨー〉
lまーし わかさまち くまげたぐわー 〈むぢ めー ちりめんうーび ちるぐわー なさき

ゲンロ-帽子や若狭町 駒下駄小や久茂地ぬ前〈縮緬帯とうハンカチや鶴小が情ヨーンゾヨー〉

ワネカンドゥナートゥサヨーンゾヨー 〈ワネスンドゥナートウサヨーンゾヨー〉

六角堂(・・識名園が有名だが屋部にもあった)の裏に咲く牡丹花は、(花と花と咲けば御縁と，思って。〉

ゲンロー帽子(・・・・戦前、大正時代から作られた紙縫製の沖縄ノ号ナマ帽)は(那覇の)若狭町、
くもぢ

駒下駄は(那覇の)久茂地の前、(縮緬帯とハンカチはチルー(女の名)ちゃんの愛情。〉

私ャ(意不詳)、ヨー彼女ヨー(私ャ(意不詳)、ヨー彼女ヨー)

うみ ぽーら-
27. ((海ぬちん法螺》
サキ チヤワンッシヌヌ ツシヌヌ ウチユマナカ
酒ヤボンボン茶碗シ飲ミ飲ミ 〈サーマカイシ飲ミ飲ミ浮世ヌ真ン中〉

うみ ぽーらー したくさとうぬぶ とー み やまとう み
海ぬちん法螺が下草ゆ跳ん登てい 唐ん見ゅんど一大和ん見ゅんどー
うちなー ウチユ マナ力 うちなー ウチユ マナカ
〈沖縄かいどー浮世ヌ真ン中 サー沖縄かいどー浮世ヌ真ン中〉
あがり ふ あちゃーまふえー ふに
東さんさぎぬさらさらとう吹きば 明日や真南なてい船ぬ入ゅんどー
サキ チャワンツシヌヌ ッシヌ ヌ ウチユマナカ
〈酒ヤボンボン茶碗シ飲ミ飲ミ サーマカイシ飲ミ飲ミ浮世ヌ真ン中〉

イボウミニナ
海の涜海路(・・細く尖った小さな巻き員)が下草を跳び、登って、中国も見えるぞ一、日本も見えるぞー。

(沖縄によ一、浮世ノ真中。サ一、沖縄によ一、浮世ノ真中〉

東さんさげ(意不詳)がさらさらと(すがすがしく)吹くので、明日は南風になって船が入るよ。

〈酒ハタップンタップン、茶碗デ飲メ飲メ、サー御飯茶碗デ飲メ飲メ。浮世ノ真中〉

28. ((スラサエースラヨー》

スラサエースラヨー 〈ヤリクヌシースラヨー〉
ちゃーむむじし ちゃー むむじし い どんぶりぐわー なかめー い とー かば まー

あたびちゃぬ腿肉ヨンセーあたびちゃぬ〈腿肉ヨー妙りち井小に中前に居しとてい芳しゃ旨さぬヨー
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〈スラサエースラヨー ヤリクヌシースラヨー〉
あちゃー ゆーにーびち あちゃー ゆーにーぴち まくらか とー はなしうむっ

明日ぬ夜ぬ根引にヨンセ一明日ぬ夜ぬ〈根引にヨー枕掛きとてい話面白さぬヨー〉

〈スラサエースラヨー ヤリクヌシースラヨー〉

蛙の股肉を、蛙の〈股肉を;抄め井に(して)、二番座に置いていて、いい匂いでおいしそう。)

明日の夜の結婚に、明日の夜の〈結婚に、枕で横になりながら話すのが面白い。> <意不詳)

じゅしちはち，5~ し

29. ((ハラ ドンドンセー(十七八節))) ・・・・一般には《ドンドン節>><<十七八節》として知られる曲
シマ ウドゥアシ

J、ラドンドンセー 〈島ウチサンセー踊ティ遊バナ〉
じゅしちはちぐる ゆまんぐい ま ゆー く た!まー わーじゅー

十七八頃やタ間暮どう待ちゆるヨー〈夜ん暮りてい給り吾自由しゃびら〉
シマウチ ウドゥ アシ

(1¥ラドンドンセー島内サンセー踊ティ遊バナ〉
さとう さ かたなさやふた うとう たいむ くとう

里が挿す万鞘ニちあゆみヨー〈夫ん二人持ちゆる事やねさみ〉
ヤウシウ ウー

(1、ラドンドンセー約束ンゾヤ来ンドゥアガヤー〉

(数え年)十七八の頃は、夕暮れこそが待ち遠しい。(夜も暮れておくれ、私は自由になります。〉

(ノ¥ラドンドンセー ムラ内デ、ハシナイサ。 踊ッテ遊ピタイ。)

彼が差す刀(に)鞘(は)ふたつあるか。〈夫も二人持つことはないのだ。)

(ノ¥ラドンドンセー約束シタ彼女ノ¥来ナイノダロウカ。〉

本調子
とーしん

30. ((唐船どーい》
とーしん いっさん

サー 唐船どーいさんてーまん一散走えーならんしゃ くハラユーヒガネー〉
わかさまちむら しなふあ めー

若狭町村ぬサ瀬名波ぬたん前 〈ハイヤセンヨーシトウリトウナ嘉例吉嘉例吉〉
うとう とうゅ うふむらうどうん しんだんぎー

サー 音に響まりる大村御殿ぬ栴檀木 〈ハラユーヒガネー〉
はとうゆ くむぢほー ぎー

那覇に響まりるサ久茂地ぬ這いがぢまる木 〈ハイヤセンヨーシトウリトウナ嘉例吉嘉例吉〉

サー 中国船だぞ一、と言ってもー呂散に(港に)走らないのは、(那覇)若狭町の瀬名波(屋号)のお爺。

サー 評判の高し、(首里の)大村御殿の栴檀の木、那覇に名高い久茂地の遣い拡がったガジュマルの木。

(ハイヤセンヨーシトリトナ嘉例吉嘉例吉〉

V途絶曲《ましゅんく節》 -・・・歌詞内の( )は下匂を歌った場合の想定歌詞
みーくな

ヨーテーまじんくとうなびとうヨーテーまじんくとうなびやヨ見比び、ていみりばウネスクテントウンテン
ちゅ ちゅ

ヨーテーまじんくや惜しさヨーテーまじんくや惜しさヨなびや清ら{清ら}さウネスクテントウンテン
さしがち さしがち うい なーベーらーはなさ

ヨーテー挿垣ぬ上にヨーテー挿垣ぬ上にヨなベら花咲かちウネスクテントウンテン

(ヨーテーうりが実成らばヨーテー里に椀で、いうえさなや[椀やいうしゃぎらな])ウネスクテン，....)
まじゃばるんむ まじゃぱるんむ つむとう み lまー

ヨ一子一真謝原ぬ芋やヨーテ一真謝原ぬ芋やヨ一本から三ぴらぎ[ぱき]ウネスクテントウンテン
あかんみ あかんみ あら あらどうくる

(ヨーテー赤嶺ぬくむいヨーテー赤嶺ぬくむいヨ洗い{洗い}所ウネスクテントウンテン)

ヨーテーマシュンクとナピー(共に伊江島の女の名)とヨーテー マシュンクとナピーとをヨ
わず

見比べてみれば、ホラスクテントンテン/マシュンクは惜しい。ナビーは美しい。(僅かにナピーが上)

竹挿しの垣根の上にヘチマの花を咲かせて、(その実が成ったらあの方にもいであげよう[あげたしつ。)
まじゃ ざる あかみね

真謝の畑の薩摩芋は、一本から焦三杯(も穫れる)0 (赤嶺の池(が芋の)洗い場。)
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